
1 

有機化合物命名法  
 

目 次 
1 炭化水素 

1.1 アルカン 
1.2 アルケンとアルキン 
1.3 環状炭化水素 
  1.3.1 単環炭化水素   1.3.2 橋かけ環炭化水素   
  1.3.3 スピロ炭化水素   1.3.4 芳香族炭化水素 

2 ヘテロ環化合物 
2.1 ヘテロ単環化合物 
2.2 ヘテロ環化合物の慣用名 
2.3 ヘテロ環化合物の代置命名法 

3 特性基の命名 
4 置換基の名称 

4.1 アルキル基 
4.2 不飽和炭化水素基と 2価の基 
4.3 環状構造をもつ基 

5 命名法の体系 
5.1 置換命名法 
5.2 基官能命名法 

6 化合物別の名称と注意事項 
6.1 ハロゲン化合物 
6.2 アルコールとフェノール 
6.3 エーテル 
6.4 アルデヒド 
6.5 ケトン 
6.6 カルボン酸とその誘導体 
  6.6.1 カルボン酸とアシル基 6.6.2 塩とエステル    
  6.6.3  ハロゲン化アシル  6.6.4 酸無水物     
  6.6.5 ラクトンとラクタム  6.6.6 過酸 
6.7 アミンと関連窒素化合物 
  6.7.1 アミン  6.7.2 アンモニウム化合物   

6.7.3 イミン 6.7.4 アミド 
6.8 ニトリル 



2 

6.9 硫黄化合物 
  6.9.1 二価硫黄化合物  6.9.2 スルホキシドとスルホン  
  6.9.3 硫黄酸 
6.10 ラジカル 
6.11 イオン 
  6.11.1 カルボカチオン  6.11.2 カルボアニオン 

7 特徴的な構造をもった化合物の命名 
7.1 環集合 
7.2 付加命名法 
7.3 減去命名法 
7.4 接合命名法 

 



3 

 有機化合物の命名法については，その概要を 3.10節に説明したが，基本的な化合物に限
定したために，環状化合物に関する規則などまでは言及しなかった．重複する部分もある

が，有機化学を学ぶために必要な規則をここにまとめる． 
 有機化合物の体系的な命名は IUPAC規則に基づいて行われる．現在用いられている規則
は”Nomenclature of Organic Chemistry”として 1979年にまとめられ，1990，1993年に補足修
正されたものである．日本語名については，字訳という規則があるが，基本的にはローマ

字読みで，英語の発音とは異なる．その規則もふくめて，その化合物命名法の骨子が 小冊
子にまとめられ，日本化学会から出版されている［化合物命名法（補訂 7 版），2000］．そ
れに従って命名法を説明する． 
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  図 1．IUPAC名の構造 
    “語幹＋語尾”が母体化合物名に相当する． 
 

 体系的名称は，置換命名法に基づいており，母体化合物の置換誘導体として命名する．

その構造は図 1（3章，図 3.5）に示すようになっており，母体化合物名に接頭語をつけて
置換基を示す．まず，母体化合物の命名法から説明する． 
 

1 炭化水素 
1.1 アルカン 
 枝分れのない alkane（アルカン）は，炭素数にしたがって表 1 のような名称をもってい
る．炭素数 5以上のアルカンは，ギリシャ語（またはラテン語）の数詞に語尾 -aneつけた
形になっている． 
 枝分れアルカンは，最も長い直鎖を主鎖として，それを母体アルカンとし，そのアルキ



4 

ル置換体として命名する．すなわち，置換位置番号とアルキル基名を接頭語としてつける．

位置番号は，主鎖の末端から数えて，その数値がなるべく小さくなるようにする．同じ置

換基が複数ある場合には，di-（ジ），tri-（トリ），tetra-（テトラ）···· のように数詞を語頭
につける．アルキル基名については後述する． 
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CH3 CH3
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CH3
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12345
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表 1 アルカンの名称          
炭素数  名称  炭素数  名称         
 1 methane メタン 11 undecane ウンデカン 
 2 ethane エタン 12 dodecane ドデカン 
 3 propane プロパン 13 tridecane トリデカン 
 4 butane ブタン 14 tetradecane テトラデカン 
 5 pentane ペンタン 15 pentadecane ペンタデカン 
 6 hexane ヘキサン 20 icosane イコサン 
 7 heptane ヘプタン 21 henicosane ヘンイコサン 
 8 octane オクタン 22 docosane ドコサン 
 9 nonane ノナン 30 triacontane トリアコンタン 
 10 decane デカン 40 tetracontane テトラコンタン 
 
 

1.2 アルケンとアルキン 
 二重結合の存在は alkane（アルカン） の語尾 –ane（アン）を –ene（エン）に換えて alkene
（アルケン）として示す．2個以上の二重結合があるときには -adiene，-atrieneのようにす
る．位置番号は語頭につける場合と語尾の直前につける場合がある．1993 年 IUPAC 補足
では語尾の直前につけることが推奨されているが，日本語名の表現がわかりにくい場合が

あるので，本書では語頭につける方式を採用している．以下，必要に応じて角かっこ内に

1993年の修正に基づく名称を示す． 

 

H2C CHCH2CH3 CH3CH CHCH CHCH2CH3!"

1 2 3 4 5 61 2 3 4 7

1-butene #$%&'()

but-1-ene#&*%$%+()

2,4-heptadiene

hepta-2,4-diene
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#/0*%,-.%1+()]][ [  
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 三重結合の存在は alkane の語尾 –aneを –yne（イン）に換えて alkyne（アルキン）とす
る．二重結合と三重結合の両方がある場合には，-enyne（エンイン）となる．位置番号は
できるだけ小さくなるようにつけるが，二重結合と三重結合に同じ番号がつくときには二

重結合の方に小さい番号をあてる． 
 

CHC CCH3CH3CHCHCCH3CH CH
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2-hexen-4-yne

[hex-2-en-4-yne
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3-penten-1-yne

[pent-3-en-1-yne
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1.3 環状炭化水素 
1.3.1 単環炭化水素 
 接頭語として cyclo-（シクロ）をつける．不飽和結合や置換基が一つしかない場合には，
位置番号をつける必要はない． 

CH3CH3
!"

cyclohexane cyclohexene methylcyclohexane 4-methylcyclohexene

1

2

3
4

#$%&'()*+#$%&'(,*+#-./$%&'()*+#01-./$%&'(,*+ 
 

1.3.2 橋かけ環炭化水素 
 二環系炭化水素は，全炭素原子数に対応するアルカン名に bicyclo-（ビシクロ）の接頭語
をつけて命名し，2 個の橋頭炭素を結ぶ三つの橋の炭素数を角かっこに入れて示す．大き
い順に並べ，ピリオド（コンマではない）で区切る．位置番号は橋頭の一つから始め，長

い橋から順番に番号をつける． 
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bicycl0[2.1.0]pentane bicyclo[3.2.1]octane bicyclo[2.2.1]hept-2-ene

#$%&'()*+*,-./0/1#$%&'(2*)*+-3&0/1#$%&'()*)*+-4506)67/1 
  

 三環系は，接頭語 tricyclo-（トリシクロ）を用いて次のように命名する．2個の橋頭炭素
を含めてできるだけ多くの炭素が含まれるように二環系を選び，二環系と同じように書き，

位置番号も決める．最後にもう一つの橋の炭素数をつけ加え，その位置を上つき添字番号

で示す． 
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1.3.3 スピロ炭化水素 
 一つの炭素で二つの環がつながっている化合物をスピロ環化合物という．炭化水素の場

合，全炭素数に対応するアルカンの名称の前に spiro-（スピロ）をつけ，スピロ原子をつな
ぐ橋の炭素数を角かっこに並べて示す．この場合はビシクロ系と違って小さいものから並

べる．位置番号もスピロ原子の隣から始め，小さい環の方から先につける． 
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 二つの同一の環が 1 個の炭素を共有してスピロ構造をつくっているときには，スピロビ
シクロアルカンのように命名してもよい． 
 

spirobicyclopentane
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1.3.4 芳香族炭化水素 
 ベンゼンをはじめとして慣用名が使われている．二置換ベンゼンの置換位置を示すため

に，位置番号の代わりに o-（オルト），m-（メタ），p-（パラ）がよく使われる．下におも
な置換ベンゼンと縮合多環芳香族炭化水素の名称を示す． 
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 インデンの例のように，最高不飽和度をもつ縮合多環炭化水素に飽和炭素が含まれ，異

性体が存在するとき，飽和炭素を示す水素の位置を位置番号とイタリックの Hで示す．こ
の Hを指示水素（indicated hydrogen）とよぶ． 
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 IUPAC 規則には 35 種の基礎成分の名称があげられており，それ以外のものは，例えば
さらにベンゼン環が縮合したというように命名する．縮合の位置は，基礎成分の周辺結合

を位置番号に従って a, b, c...の符号で指定する． 
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2 ヘテロ環化合物 
2.1 ヘテロ単環化合物 
 ヘテロ環化合物の体系的名称は，含まれるヘテロ原子の種類を示す接頭語（表 2）と環
の大きさを示す語幹（表 3）の組合せでつくられる．ただし，接頭語と語幹が直接つなが
るとき，すなわち母音がつながる場合には接頭語の aを省く． 
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(thiophene)(ethylene oxide)  
 

表 2 ヘテロ原子の種類を示す接頭語             
元素 原子価  接頭語 元素  原子価  接頭語             
 O II oxa（オキサ） P III phospha（ホスファ）  
 S II thia（チア） Si IV sila（シラ） 
 Se II selena（セレナ） Ge IV germa（ゲルマ） 
 Te II tellura（テルラ） Sn IV stanna（スタンナ） 
 N III aza（アザ） B III bora（ボラ）       
 

表 3 ヘテロ環の大きさと不飽和度を示す語幹（1993年の修正による） 
環員数  不飽和 a) 飽和    環員数  不飽和 a)  飽和        
 3 ireneb) iranec) 7 epine epane 
 4 ete etanec) 8 ocine ocane 
 5 ole olanec) 9 onine onane 
 6 ine aned) 10 ecine ecane        

a) 最多数の非集積二重結合をもつ環． 
b) Nだけを含む三員環は irineを使ってもよい．  
c) Nだけを含む環は iridine, etidine, olidine のほうがよい． 
d) Nを含み azaが最後にくるときは inane (azinaneとなる) を使う． 
 

 同じヘテロ原子が 2個以上含まれる場合には接頭語の前に di-, tri-などをつける．また，
同じ環の中に異なるヘテロ原子が含まれる場合には，表 2 の順番に接頭語を並べる．位置
番号は，ヘテロ原子から始めてなるべく数字が小さくなるようにする．異なるヘテロ原子

を含む場合は，表 2で先に出ている原子を 1とする． 

S
O

1,2-oxathiolane

N

N N

O

O

!"#$%&'()&*+,

1,4-dioxane 1,3,5-triazine

-.

N

S

1,3-thiazole

(oxa+thia+olane)(di+oxa+ane) (tri+aza+ine) (thia+aza+ole)

1

2

3

/"#0%1&'(+,/"#2#3%4561+, /"#2%)6789,

1

2
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 以前は二重結合を１個だけ含むヘテロ環に別の語尾が与えられていたが，1993年の修正
で最大数の二重結合をもつ環の名称に dihydro-, tetrahydro-（水素化されているという意味）
などをつけて命名するようになった． 

N

N

S

N

N

1

2

3
4

5

1

23

4

2,3-dihydroazete 4,5-dihydro-1,3-thiazole

!"

3,4,5,6-tetrahydro-1,2-diazine

#$%&'()*+,-./0#1%2'()*+'3%&'4,5.60
7&%1%2%8'9/:)*+'
;<<3%$'(,(=0  

 

2.2 ヘテロ環化合物の慣用名 
 ヘテロ環化合物には，縮合ヘテロ環も含めて多くの慣用名が認められている．その主な

ものを示す． 
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N
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N N
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2H-pyranfuran thiophene pyrrole imidazole pyridine

pyrimidine pyrazine pyrrolidine piperidine piperazine morpholine

quinuclidine

!"#$%!&'"($%!)*+,%!-./0+,%!)#$% !)12$%

!)1.2$%!)#2$%!)*12$% !)3#2$%!)312$% !4,51$%

!67812$%

purineindole quinoline isoquinoline
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N
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acridine

H
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carbazole
N

N

phenazine
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O

chromene

!'(%)*%& !+,-'(.%& !+,-/0.%&

!/0%1%& !("2.%& !+,3.%& !456785&  
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2.3 ヘテロ環化合物の代置命名法 
 代置命名法は C（あるいは CH／CH2）をヘテロ原子に置き換えた形で命名する方法であ

り，ヘテロ原子の種類を表 2の接頭語で表す．ヘテロ環化合物の命名に便利である． 

NH

H
Si!"

7-azabicyclo[2.2.1]heptane 1-silanaphthalene

#$%&'()*+,-.-./012345 #/%)6783945

O

oxacyclopropane

:;<=)*+2+>45  

N

N

N

N

(DABCO) (DBU)

1,4-diazabicyclo[2.2.2]octane 1,8-diazabicyclo[5.4.0]undec-7-ene
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5
6

7
8

11

 

 

3 特性基の命名 
 官能基の中にはカルボニル基のように炭素骨格の中に組み込まれているものもあるし，

C－H結合の Hと置き換わって置換基となるものもある．IIUPAC命名法ではこれらを特性
基と称し，そのうちの一つを主基として語尾の中に組み込んで命名する．すなわち，特性

基のうちの一つ，優先順位の最も高いもの（主基）を含めて母体化合物とみなし，優先順

位の低い特性基は置換基として扱う．主基は接尾語で，置換基は接頭語で命名する．表 4
に主基となる特性基の優先順を示し，接尾語と接頭語を表 5 に示す．もっぱら置換基とし
て，接頭語で表される特性基もある（表 6）． 
 

表 4 特性基の優先順       
1. オニウムイオン 6. ケトン 
2. 酸   7. アルコール 
3. 酸誘導体  8. ヒドロペルオキシド 
4. ニトリル  9. アミン 
5. アルデヒド          
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表 5 特性基の主基としての接尾語と接頭語 

化合物の種類 特性基 a) 接頭語 接尾語 
1. カチオン  -onio（オニオ） 

-onia（オニア） 
-onium（オニウム） 

2, カルボン酸 -COOH 
-(C)OOH 

carboxy（カルボキシ） -carboxylic acid（カルボン酸） 
-oic acid（酸） 

  スルホン酸 -SO3H sulfo（スルホ） -sulfonic acid（スルボン酸） 
  カルボン酸塩 -COO– M+ 

-(C)OO–M+ 
 metal -carboxylate（カルボン酸金属） 

metal –oate（酸金属） 
3. 酸無水物 -COOCO-  -oic anhydride（酸無水物） 
  エステル -COOR 

-(C)OOR 
alkoxycarbonyl（アル 

 コキシカルボニル） 
R –carboxylate（カルボン酸アルキル） 
R -oate（酸アルキル） 

 酸ハロゲン化物 -COX 
-(C)OX 

haloformyl 
（ハロホルミル） 

-carbonyl halide（ハロゲン化－カルボニ
ル） 
-oyl halide （ハロゲン化－オイル） 

  アミド -CONH2 
-(C)ONH2 

carbamoyl 
（カルバモイル） 

-carboxamide（カルボキサミド） 

-amide（アミド） 
4. ニトリル -C≡N 

-(C)≡N 
cyano（シアノ） -carbonitolille（カルボニトリル） 

-nitrile（ニトリル） 

5. アルデヒド -CHO 
-(C)=O 

formyl（ホルミル） 
oxo（オキソ） 

-carbaldehyde（カルバルデヒド）） 
-al（アール） 

6. ケトン -COR 
(C)=O 

acyl（アシル）b) 

oxo（オキソ） 
-one（オン） 

7. アルコール -OH hydroxy（ヒドロキシ） -ol（オール） 

  フェノール -OH hydroxy（ヒドロキシ） -ol（オール） 
  チオール -SH mercapto（メルカプト）c) -thiol（チオール）c) 
9. アミン -NH2 amino（アミノ） -amine（アミン） 
  イミン =NH imino（イミノ） -imine（イミン） 

a) (C) は炭素が特性基ではなく，基本構造に含まれることを示す． 
b) 6.6.1節参照．  
c) 1993年の修正では，sulfanyl（スルファニル），-sulfane（スルファン）という名称を推奨
している． 
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表 6 接頭語としてのみ命名される特性基 

特性基 接頭語 
-Br bromo（ブロモ） 
-Cl chloro（クロロ） 
-F fluoro（フルオロ） 
-I iodo（ヨード） 
=N2 diazo（ジアゾ） 
-N3 azido（アジド） 
-NO nitroso（ニトロソ） 
-NO2 nitro（ニトロ） 
-OR alkoxy（アルコキシ） 
-SR alkylthio（アルキルチオ）a) 

a) 1993年の修正では alkylsulfanyl（アルキルスルファニル）を推奨している． 
 
 

4 置換基の名称 
 特性基の置換基としての名称は，表 5と表 6に接頭語としてまとめている． 
 

4.1 アルキル基 
 アルカンの水素を一つ除いてできる基は，alkaneの語尾-aneを-yl（イル）に換えて alkyl
（アルキル）とする．このとき水素を外した遊離原子価をもつ炭素を位置番号 1 とするの
で，その位置を示す番号はいらない．例えば，ペンタンから生成する炭素数 5 のアルキル
基の名称は次のようになる． 

CH3CH2CH2CH2CH2–
CH3CH2CH2CH–

CH3

CH3CH2CH–

CH2CH3
 pentyl !"#$%&

 [pentan-1-yl]

1-methylbutyl
 [pentan-2-yl]

1-ethylpropyl 

[pentan-3-yl]

(2-pentyl '()) (3-pentyl '())*+"#,#-.-/%01  
 

しかし，1993 年の補足で位置番号を接尾語の直前に入れる方式では pentan-2-yl や
pentan-3-yl が認められた．これを角かっこ内に示している．この方式では，pentyl は
pentan-1-ylになる．しかし，番号を頭にもってきた 2-pentylや 3-pentylは誤りなので注意を
要する．2-pentanylや 3-pentanylも不都合である． 
 アルキル基名として，次の慣用名が認められている．かっこ内に体系名を示している．

s- と t- は，それぞれ第二級と第三級を表し，sec-, tert- と書くこともある． 
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CH3 C
H

CH3

CH3 C
H

CH3

CH2–
CH3CH2CH–

CH3
CH3 C

CH3

CH3

CH3 C
H

CH3

CH2CH2– CH3 C

CH3

CH3

CH2– CH3CH2 C

CH3

CH3

CH3 C
H

CH3

CH2CH2CH2–

isopropyl isobutyl s-butyl t-butyl

isopentyl neopentyl t-pentyl isohexyl

(1-methylethyl) (2-methylpropyl) (1,1-dimethylethyl)(1-methylpropyl)

(3-methylbutyl) (1,1-dimethylpropyl)(2,2-dimethylpropyl) (4-methylpentyl)  

 

4.2 不飽和炭化水素基と 2価の基 
 アルケンとアルキンから誘導される置換基は，語尾 -eneと-yneを-enyl（エニル）と -ynyl
（イニル）に置き換えて命名する．遊離原子価の位置が 1 になるので，不飽和結合の位置
を示す必要がある． 

CH3C CH–

CH3

C CCH3 CH2–!" 2-methyl-1-propenyl 2-butynyl

 
 次の慣用名が認められている． 

CH2 CH– CH2 CHCH2–

CH2 C–

CH3
vinyl
(ethenyl)

allyl
(2-propenyl)

isopropenyl
(1-methylethenyl)  

 

 一つの炭素から 2個の水素を除いてできる 2価の基は，１価の基名に-idene（イデン）を
つけて命名する．3価の基は-idyne（イジン）とする．ただし，炭素１個の場合は methylene
（メチレン），methyne（メチン）とする． 

CH2 C=CH3CH CH2 CCH2= CH! CH3CH=

methylene methyne ethylidene vinylideneethylidene

[ethane-1,1-diyl][ethanylidene] [ethenylidene]

vinylidene

[ethene-1,1-diyl]  

 

1993 年の補足では alkan-ylidene という命名は二重結合につながる場合に限定し，
alkane-1,1-diylのような命名が推奨されている． 

CH3CH2C CH3CH2C CH3CH2C CH3CCH3

propylidyne propylidyne propylidyne

[propane-1,1,1-triyl] [propan-1-yl-1-ylidene] [propanylidyne]

1-methylethylidene

[propane-2,2-diyl]  
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 直鎖アルカンの両端から水素原子１個ずつを取り除いてできる基は，ethylene（エチレン），
trimethylene（トリメチレン），tetramethylene（テトレメチレン）のように命名し，側鎖があ
る場合は置換基として接頭語をつける．不飽和結合を含む場合の例も示したが，1993年の
推奨に従って-diylを用いる命名がわかりやすい． 

–CH2CH2– –CH2CH2CH2– –CH2CH=CH– –CH2CH–

CH2CH3

ethylene trimethylene propenylene ethylethylene
[ethane-1,2-diyl!"#

ethylene$%&]
[propane-1,3-diyl] [propene-1,3-diyl] [butane-1,2-diyl]

–CH CH–

vinylene

[ethene-1,2-diyl]

 
 

4.3 環状構造をもつ基 
 環状炭化水素基は非環状の場合に準じて命名される． 
 

cyclohexyl 3-cyclohexenyl 1,4-cyclohexylene cyclohexylidene

[cyclohexane-1,4-diyl] [cyclohexane-1,1-diyl]  
 

 芳香族炭化水素から誘導される基には，多くの慣用名も用いられる． 

CH3

CH2– CH=CH– CH=

(C6H5)3C–

phenyl 1-naphthyl 2-naphthyl tolyl (o-, m-, p-)

benzyl styryl benzylidenetrityl

!"#$%& '()*"+%& ',)*"+%& !-.%&

!/01%& !-.+%& !2+.%& !/01.30& 
 

 ヘテロ環を含む基も慣用名から誘導されたものが多い． 

O S
N

N

O

N

2-furyl 3-thienyl 4-pyridyl 2-quinolyl morpholino

!"#$%&' !(#)*+&' !,#-%.&' !"#/0%&' 12&3%0' 
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5 命名法の体系 
5.1 置換命名法 
 ここで命名の手順を整理しておこう． 

(1) 特性基がある場合その一つを主基として選び，その接尾語を用いて母体化合物を
命名する． 

(2) 他の置換基を接頭語として，アルファベット順に並べる． 
(3) 位置番号をつける．主基の番号が小さくなるようにする． 
 

ClCH2CH2 C

O

CH2CHCH3

OH

1-chloro-5-hydroxy-3-hexanone
1 2 3 4 5 6  

 

 母体化合物を決めるとき，主鎖となる炭素鎖をどのように決めるかが問題になる．主鎖

は，(a) 主基となる特性基が最多になり，(b) 不飽和結合の合計数が最多で最長になるよう
に決める．さらに (c) 主基，不飽和結合の位置番号が小さくなるように，(d) 接頭語の置
換基数が最多で位置番号が小さくなるものを選ぶ． 

CH3CHCHCH2CH2–OH

OH

CH2CH2CH2–Cl

C

HC

C

CH

CH2 CH

CH CH–CH2OH

CH–CH CH–CH2–OH

CH–CH2CHCH2CH3

OH

(a)

(b)

123

45

1 2 3

3-(3-chloropropyl)-1,4-pentanediol

123456

7 8 9 10 11

1 2 3 4 6 7

5

6-(5-hydroxy-2-heptenyl)-
2,4,9-undecatrien-7-yne-1,11-diol

 
 置換基の接頭語をアルファベット順に並べるとき，置換基の数を示す di-, tri-などは考慮
しないが，二次置換基をもつ置換基の名称は，それをまとめて一つに基名（例：dimethylamino
基）と考える． 

(CH3)2N–CH2CH2CHCHCHCHCH3

CH3

CH3

CH2CH3

OH
1

2

3

4

567

7-dimethylamino-3-ethyl-4,5-dimethyl-2-heptanol

 
 

5.2 基官能命名法 
 置換命名法のほかに基官能命名法（radicofunctional nomenclature）とよばれる命名の体系
がある．この命名による化合物名は慣用的な名称として残っている．この方法では主基を

示す接尾語を用いず，官能種類名を表す用語を用いる．英語では独立した単語になるので，

化合物名が 2単語以上で表されることになる．次にその例をあげる． 
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CH3CH2–OH CH3CCH2CH3

O

CH3–O–CH2CH3

CH3–Br CH3C–Cl

O

(CH3)2CH–CN CH2–S–CH3

O

(CH3CH2)2S

ethyl alcohol ethyl methyl ketone ethyl methyl ether diethyl sulfide

methyl bromide acetyl chloride isopropyl cyanide dimethyl sulfoxide

!"#$%$&'$(!"#$)#$*+,(!"#$)#$"'-$(!."#$/$012(

!34)#$( !54%6#$(!7%,489:;<$( !.)#$/$=>72(  
 

6 化合物別の名称と注意事項 
 これまでにまとめた命名の規則が実際にどのように適用されるか，化合物の種類別に例

をあげ，あわせて代表的な慣用名を示す． 
 

6.1 ハロゲン化合物 
 簡単な化合物は，置換命名法では haloalkene（ハロアルカン），基官能命名法では alkyl 
halide （ハロゲン化アルキル）となる． 
 

CH3CHCH3

Cl

BrCH2CH2Br CH3CHCH2CH2CHCH2CH3

I Cl

CH2F

Cl

ClCH CHCl

Cl

Cl

Cl

  2-chloropropane
(isopropyl chloride)

 1,2-dibromoethane
(ethylene dibromide)

5-chloro-2-iodoheptane

!!"#$$%$&'

()*+,%$-./

""01!"23$456'

7(89*5:;'/

<"#$$"!"=>?@%6'

(ABCDEFGHIJKLMNOPGQ
RSTUCV.WXYZ[\P]M/

1-chloro-2-fluoromethylbenzene

       (o-chlorobenzyl fluoride)

0"#$$"!"W.^$_:.Y'`'
R(WZ*7a"#$$Y'2./

 1,2-dichloroethene

(vinylene dichloride)

""01!"2#$$5b'

7(8)*cd;'/

1,2,4-trichlorobenzene

01!1e"[f#$$Y'`'

 
 

 全水素を同一ハロゲンで置換した化合物は， perhalo- （ペルハロ）という接頭語つけた
命名ができる． 
 

 
CF3CF2CF3 C6Cl6perfluoropropane perchlorobenzene

!"#"$%&%'( !")%%*(+(  
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  慣用名： 
CHCl3 CCl4 O=CCl2chloroform carbon tetrachloride phosgen

!""#$% &'()* #+,-

./01",-(234567  
 

6.2 アルコールとフェノール 
 体系的名称は alkanol（アルカノール）であり，基官能名は alkyl alcohol となる． 
 

(CH3)3COHCH3CHCH3

OH

(CH3)3CCH2OH CH3CHCH2CHCH3

OH OH

OH
OH

CH2CH2OH

OH

OH

HO

HO

       2-propanol

    [propan-2-ol]
(isopropyl alcohol)

 2-methyl-2-propanol

[2-methylpropan-2-ol]
    (t-butyl alcohol)

 2,2-dimethyl-1-propanol

[2,2-dimethylpropna-1-ol]
    (neopentyl alcohol)

!t-butanol "#$% !&'()'&tanol "#$%

2,4-pentanediol

*+,-./0/1234

cyclohexanol   3-cyclopenten-1-ol
[cyclopent-3-en-1-ol]

2-phenylethanol
1,2,4,5-benzenetetrol

5+*+678-9/:/;<=234

>?@A"B'BC(DEFGHIJKLM
NOP@Q";<=234ARK%

1

2

3

[pentane-2,4-diol]

 

慣用名： 

HOCH2CH2OH CH3CHCH2OH

OH

(CH3)2C–C(CH3)2

HO OH

HOCH2CHCH2OH

OH

ethylene glycol propylene glycol glycerolpinacol

!"#$%&'() *+,#$%&'() ,-'() %&.&$  

OH OH

CH3

OH

(CH3)2

OH

OH

OH

OHHO

OH

HO

OH

OH

OH OH

OHHO

OH

NO2O2N

NO2

phenol cresol

2-naphthol

pyrocatechol

   (catechol)
xylenol resorcinol

hydroquinone pyrogallol phloroglucinol
picric acid

1 1

!"#$% &'($% )*'#$%
+,-./$%

'0%*#$%

1 1
2

3

12,)#3 +,4,$% !,,5%*#$%
+&637

89:!;$%
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 アルコールの塩（アニオン）の名称には，alkoxide（アルコキシド）（または alkyl oxide），
alkanolate（アルカノラート）および alkylate（アルキラート）の 3種類がある．alkoxide命
名法が推奨される．炭素数 5以上のアルコールには alkyl oxideを用いる． 
 

CH3CH2ONa (CH3)2CHO
–(CH3)3COK

O–

CH3CH2CH2CH2CH2O
–

O–

     sodium ethoxide

!"#$%&"'()

   (sodium ethanolate)
     (sodium ethylate)

isopropoxidepotassium t-butoxide

 phenoxide (phenolate)pentyl oxide cyclohexyl oxide

*#$%+,-"'() ./012'()

34567'() (819'(67'():;<='()>;<=?@"A 
 
 

6.3 エーテル 
 置換命名法ではアルコキシ基を接頭語として命名する．アルコキシ基は alkyl-oxy-（アル
キルオキシ）と命名するが，炭素数 4までとフェノキシ基は短縮形 alkoxy-（アルコキシ）
を用いる． 
 

アルコキシ基の名称： 

CH3O– CH3CH2O– CH3CH2CH2O– (CH3)3CO–
O–

CH3CH2CH2CH2CH2O–

CH2=CHCH2O–

O– CH2O–
O–

phenoxy

pentyloxy

allyloxy
cyclohexyloxy benzyloxy 1-naphthyloxy

methoxy ethoxy propoxy t-butoxy

!"#$ %"#$ &'(#$ )*+"#$ ,-.#$

/0123#$

4523#$
$6'7#$23#$ 80923#$ :*;,123#$

 
 

 エーテルには基官能名もよく使われる． 
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CH3CH2OCH2CH3 CH3OC(CH3)3 (CH3)2CHCH2OCH=CH2

OCH2CH2Cl O OCH3

ethoxyethane

diethyl ether

2-methoxy-2-methylpropane

t-butyl methyl ether

isobutoxyethene

isobutyl vinyl ether

1-(2-chloloethoxy)cyclohexene
2-chloloethyl 1-cyclohexenyl ether

cyclopentyloxybenzene
cyclopentyl phenyl ether

methoxybenzene
methyl phenyl ether

!"#$anisole

%&'()*+  
 

 環状エーテルにはヘテロ環化合物としての命名法が適用されるが，エポキシドには，

oxirane（オキシラン）のほかに，接頭語 epoxy-（エポキシ）を用いる方法，alkene oxide（ア
ルケンオキシド）という付加命名法（後述），oxacyclopropane（オキサシクロプロパン）と
いう代置命名法がある． 

O

CH CH CH3CH3

O O

CH2Cl
O

2,3-epoxybutane

2,3-dimethyloxirane

2-butene oxide

epoxyethane
ethylene oxide

oxirane

oxacyclopropane

1-chloro-2,3-epoxypropane

chloromethyloxirane

!"#$epichlorohydrin

1,2-epoxycyclohexane
cyclohexene oxide

%&'())*+,-.  
 

 1,1-ジアルコキシ化合物は，アルデヒドあるいはケトンの誘導体としてアセタールとよば
れることが多い（ケトンの誘導体はケタールともいわれるが，アセタールが推奨されてい

る）．英名が複数単語からなり，日本語のカタカナ名が長くなって読みにくい場合には，英

語の語間につなぎ符号＝を入れることができる．つなぎ符号の入れ方は任意的である． 

CH3CH(OCH2CH3)2

OCH2CH3

OCH3

1,1-diethoxyethane

acetaldehyde diethyl acetal

1-ethoxy-1-methoxycyclohexane

cyclohexanone ethyl methyl acetal

!"#!$%&'()*+$!",-$ ./012345(*+$6+$!",-$  

 
 

6.4 アルデヒド 
 接尾語 –al（アール）あるいは –carbaldehyde（カルバルデヒド）を使って命名する．置
換基となるときには formyl（ホルミル）となる．–al基は必ず炭素鎖の末端にくるので番号
で位置を示す必要はない． 
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CH3CH2CHO CH3CHCHO

OH

OCHCH2CH2CH=CHCH2CHO

CHO

CHO

CHO OHC CO2H

propanal 2-hydroxypropanal

123

3-heptendial

1234

2-cyclohexenecarbaldehyde 1,2-naphthalenedicarbaldehyde

1

1
2

2

3-formylbenzoic acid

!"#$%& '()*"+,!"#$%& -(.!/012%&

'(,3".+40
5&6&7)*

89'(,3".+40
15&6&7)*

-(:&;&<=>?

 
 

慣用名： 

HCHO

CH3CHO

CH3CH2CHO

CH3CH2CH2CHO

(CH3)2CHCHO

CH3CH2CH2CH2CHO

(CH3)2CHCH2CHO

CH2=CHCHO

CHO

CH=CHCHO

HOCH2CHO

HOCH2CHCHO

OH

OHC–CHO

OCHCH2CHO

CHO

CHO

formaldehyde

acetaldehyde

propionaldehyde

butyraldehyde

valeraldehyde

isovaleraldehyde

isobutyraldehyde

acrylaldehyde 

!"#$!$%&'

(acrolein !"()*+)

glycolaldehyde

glyceraldehyde

benzaldehyde

cinnamaldehyde

glyoxal

malonaldehyde

phthalaldehyde

,$-!$%&'

!./!$%&'

0(12+!$%&'

34$!$%&'

*534$!$%&'

6)$!$%&'

78$!$%&'

*56)$!$%&'
9+:-!$%&'

;+<!$%&'

=#.$!$%&'

=#>?$!$%&'

=#2@A?$

B(+!$%&'

 
 
 

6.5 ケトン 
 ケトンは，接尾語 –one（オン）あるいは接頭語 oxo-（オキソ）で命名する．基官能名
も使われる． 
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CH3CH2CCH3

O

CH3CCH3

O

CH3CH=CHCH2CCH3

O

CH3CCH2CCH3

OO O

CH3CCH2CH2COH

O O

4-hexen-2-one

     propanone

!!"#$%

(&'()acetone)

      2-butanone

!"*+,-$%

ethyl methyl ketone

2,4-pentanedione

*./+0%-%12%

3&'()acetylacetone4

cyclohexanone

5678%9 :;<=;<>8% 567;<678%9

?@"ABC$%

/+AB7%+*+2%

4-oxopentanoic acid

/+2BD0%-%E  

 

芳香族ケトンの慣用名： 

CCH3

O

CCH2CH3

O O O

acetophenone benzophenonepropiophenone chalcone
!"#$%&'()*$ +,-.()*$ /$0()*$  

 

 芳香族化合物の 2 個の
CH

 を C=O
に換えた化合物は quinone（キノン）とよばれ，

集積二重結合 C＝C＝Oをもつ化合物は ketene（ケテン）とよばれる． 
 

H2C C O

C6H5CH=C=O

O

O

O

O

ketene

phenylketene
p-benzoquinone 1,4-naphthoquinone

!"#$%&'$ ()*"+,-&'$

./$

,012./$  

 
 

6.6 カルボン酸とその誘導体 
6.6.1 カルボン酸とアシル基 
 カルボン酸は alkane や alkene の末尾の –e を –oic acid（酸）に換えて命名するか，
-carboxylic acid（カルボン酸）をつけ加えて命名する．前者ではカルボキシ基炭素は母体化
合物に含まれていることになるが，後者ではカルボキシ基が炭素も含めて母体化合物に付

け加わることになる．-dioic acidと命名されるジカルボン酸は，日本語名では“二酸”とい
う． 
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CH3CH2CH2CH=CHCOOH

COOH

HOOCCH2CH2CH2CH2COOH

COOH

HOOC N

COOH

CH3CH2CH2COOH

2-hexenoic acid

1-cyclohexenecarboxylic acid

1

2

5 4123 12346 6 5

hexanedioic acid

!"#$%&'(!")$&

*(+,-!")$./0$&

2,6-naphthalenedicarboxylic acid

'12(3456$7./0$&

3-pyridinecarboxylic acid

8(9:7$./0$&

butanoic acid

;5$&

4 123

 
 

 次の化合物はブタンを母体化合物とするトリカルボン酸，あるいはペンタン二酸の誘導

体として命名できる．  

CH3CHCHCH2–COOH

COOH

COOH

1234

1234

5

3-carboxy-4-methylpentanedioic acid

1,2,3-butanetricarboxylic acid

1,2,3-!"#$%&'(#)

*+&'(,-+.+/0'1#"#2)  
 

 アシル基 (RCO) は，カルボン酸の –oic acidを–oylに，-carboxylic acidを -carbonylに換
えて命名する．後者の命名には 2 種類あって，基官能命名法では alkanecarbonyl を，置換
命名法では alkylcarbonylを使う慣わしになっている．  

CH3CH2CH2CH2CH2CO– –OCCH2CH2CH2CH2CO– C–

O

hexanedioylhexanoyl cyclohexanecarbonyl
(cyclohexylcarbonyl)!"#$%& !"#'()%&  

 

 カルボン酸は慣用名でよばれるものが多い．アシル基名とともに表 7 にまとめる．ただ
し，アミノ酸の名称は 24章にまとめたので省略する． 
 

表 7-1 カルボン酸とアシル基の慣用名                                          
            カルボン酸                       アシル基               
       慣用名          体系名     慣用名    化学式            
(1) 飽和カルボン酸 
ギ酸 formic methanoic formyl HCO- 
酢酸 acetic methanoic acetyl CH3CO- 
プロピオン酸 propionic propanoic propionyl CH3CH2CO- 
酪酸 butyric butanoic butyryl CH3(CH2)2CO- 
イソ酪酸 isobutyric 2-methylpropanoic isobutyryl (CH3)2CHCO- 
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吉草酸 valeric pentanoic valeryl CH3(CH2)3CO- 
イソ吉草酸 isovaleric 3-methylbutanoic isovaleryl (CH3)2CHCH2CO- 
ピバル酸 pivalic 2,2-dimethylpropanoic  pivaloyl (CH3)3CCO- 
カプロン酸 caproic hexanoic caproyl CH3(CH2)4CO- 
ラウリン酸 lauric dodecanoic lauroyl CH3(CH2)10CO- 
ミリスチン酸 myristic teradecanoic myristoyl  CH3(CH2)12CO- 
パルミチン酸 palmitic hexadecanoic palmitoyl  CH3(CH2)14CO- 
ステアリン酸 stearic octadecanoic stearoyl  CH3(CH2)16CO- 
 

シュウ酸 oxalic ethanedioic oxalyl -CO-CO- 
マロン酸 malonic propanedioic malonyl -COCH2CO- 
コハク酸 succinic butanedioic succinyl -COCH2CH2CO- 
グルタル酸 glutaric pentanedioic glutaryl -CO(CH2)3CO- 
アジピン酸 adipic hexanedioic adipoyl -CO(CH2)4CO- 
 

(2) 不飽和カルボン酸 
アクリル酸 acrylic propenoic acryloyl CH2=CHCO- 
プロピオル酸 propiolic propynoic propioloyl CH≡CCO- 
メタクリル酸 methacrylic 2-methylpropenoic  methacryloyl CH2=C(CH3)CO- 
クロトン酸 crotonic trans-2-butenoic crotonoyl trans-CH3CH=CHCO- 
オレイン酸 oleic cis-9-octadecenoic oleoyl cis-CH3(CH2)7CH=CH(CH2)7CO- 
マレイン酸 maleic cis-butenedioic maleoyl (cis)-COCH=CHCO- 
フマル酸 fumaric trans-butenedioic fumroyl (trans)-COCH=CHCO- 
 

(3) ヒドロキシカルボン酸 
グリコール酸 glycolic hydroxyethanoic glycoloyl HOCH2CO- 
乳酸 lactic 2-hydroxypropanoic   lacroyl CH3CH(OH)CO- 
グリセリン酸 glyceric 2,3-dihydroxypropanoic  glyceroyl HOCH2CH(OH)CO- 
リンゴ酸 malic hydroxybutanedioic maloyl -COCH2CH(OH)CO- 
 

(4) オキソカルボン酸 
グリオキシル酸 glyoxylic 2-oxoethanoic glyoxyloyl OHC-CO- 
ピルビン酸 pyruvic 2-oxopropanoic pyruvoyl CH3CO-CO- 
アセト酢酸 acetoacetic 3-oxobutanoic acetoacetyl CH3COCH2CO-  
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表 7-2 芳香族カルボン酸の慣用名と体系名 

COOH COOH

COOH

COOH

HOOC

COOH

COOH

N

COOH

CH3

COOH

CH3O

COOH

OH

COOH

O

S

COOH

COOH

benzoic acid

!"#$

benzenecarboxylic acid

phthalic acid

%&'$

1,2-benzenedicarboxylic acid

terephthalic acid

()%&'$

1,4-benzenedicarboxylic acid

naphthoic acid (1/2-)

naphthalenecarboxylic acid
*%+,$

toluic acid (o/m/p-)

+'-'$
methylbenzene-
carboxylic acid

anisic acid (o/m/p-)
./0$
methoxybenzene-

carboxylic acid

salicylic acid

123'$
o-hydroxybenzene-

carboxylic acid

furoic acid (2/3-)

cinnamic acid

4-5$
trans-3-phenylpropenoic acid

%6$

(7$

thenoic acid (2/3-)

furancarboxylic acid

thiophenecarboxylic acid

nicotinic acid

/839$

3-pyridinecarboxylic acid
 

 

6.6.2 塩とエステル 
 酸からプロトンが失われてできるアニオンは，酸の –ic acidを –ate（アート）に換えて
命名する．塩の場合，英語ではカチオン名がアニオン名の前にくるが，日本語では酸名の

後にカチオン名をつける． 

CH3CH2CH2COONa (CH3COO)2Ca

CH2COONa

CH2COONa
HOOCCH2COOK

sodium butanoate calcium diacetate disodium succinate potassium hydrogen malonate

!"#$%&'() *+$,-.() /01$*%&'() 23#$45,'()  
 

 エステルは，中性塩の場合と同じようにして，カチオン名の代わりにアルキルあるいは

アリール基名を置けばよい。語順も英語と日本語で逆になる。 

CH3COOC6H5 CH2(COOCH3)2

CH2OCOCH3

CH2OCOCH3

COOC2H5

COOH

COOC2H5

COONa

phenyl acetate dimethyl malonate ethylene diacetate

!"#$%& '()"*+,& -!".,/)

ethyl hydrogen phthalate

sodium ethyl 1,2-cyclohexanedicarboxylate

#0&"12.,&

345678(9:;)*<&=)">
.,&?@ABC  
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 アルコール成分が複雑な場合には，例えば cholesteryl acetate（コレステリルアセタート）
のように，英語名の字訳を用いてもよい． 
 エステルグループ –COOR に対しては alkoxycarbonyl（アルコキシカルボニル）， RCOO- 
に対しては acyloxy（アシルオキシ）という基名を用いる．ただし，CH3COO- には acetoxy
（アセトキシ）の省略形を用いる． 
 -COOCH3  methoxycarbonyl（メトキシカルボニル） 
 C6H5COO-  benzoyloxy（ベンゾイルオキシ） 
 

6.6.3 ハロゲン化アシル 
 基官能命名法を用いて，acyl halide （ハロゲン化アシル）とする． 

CH3COCl C6H5COBr
CClClC

OO

acetyl chloride benzoyl bromide terephthaloyl dichloride

!"#$%&'()*+#,-.)*"#/01*  
 

6.6.4 酸無水物 
 モノカルボン酸の対称的な無水物とジカルボン酸の環状無水物は，酸名の acid を
anhydrideに換えて命名する．日本語では“酸無水物”という翻訳名をつける．混合無水物
はアルファベット順に酸名を並べる． 

(C6H5CO)2O
CH3 C

O

O

CCH3CH2
O

benzoic anhydride

!"#$%&'

acetic propanoic anhydride

($)*+,$%&'

 
 

 日本語では次の 4種に限って“無水”を頭につけた名称を使う． 

(CH3CO)2O O

O

O

O

O

O

O

O

O

acetic anhydride maleic anhydridesuccinic anhydride phthalic anhydride

!"#$ !"%&'$ !"()*+$ !",-.$  
 

6.6.5 ラクトンとラクタム 
 ラクトンとラクタムはヘテロ環のオキソ誘導体としても命名できるが，カルボン酸名に

基づく慣用名がよく用いられる．環の大きさは，カルボン酸の炭素鎖の位置を示すギリシ

ャ文字β，γ，δ．．．で示す．すなわち，β－ラクタムは四員環であり，γ－ラクトンは五
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員環である．（脂肪族酸からのラクトンについては，体系名として同一炭素数のアルカンに

接尾語 –olide を，結合位置を示す番号とともにつけて命名する．ラクタムには接尾語 
–lactamをつける．）

O
O O

NH
NH

NH

O
O O

OO

O

!-butyrolactone "-valerolactone "-caprolactone

!-!"#$%&' "-()#$%&' "-*+#$%&'

#-propiolactam "-valerolactam $-caprolactam

$-*+#$%,-"-()#$%,-#-+#./$%,-

%

#

!

"

(4-butanolide) (5-pentanolide)

(3-propanelactam) (5-pentanelactam) (6-hexanelactam)

(5-hexanolide)

6.6.6 過酸 
 基 -C(O)OOH を含む過酸は，酸名の前に peroxy-（ペルオキシ）をつけ，-carboxyli acid
の接尾語をもつカルボン酸の場合には接尾語を –peroxycarbpxylic acid（ペルオキシカルボ
ン酸）に変えて命名する．

CH3CH2COOH

O

C

O

OOHperoxypropanoic acid

!"#$%&'()*

cyclohexaneperoxycarboxyic acid

%+',$-)!"#$%."/)*

 performic acid（過ギ酸），peracetic acid（過酢酸），perbenzoic acid（過安息香酸）の慣用
名は許されている． 

6.7 アミンと関連窒素化合物 
6.7.1 アミン 
 第一級アミンの命名には，母体化合物の名称に接尾語 –amine（アミン）をつける方法と
基名に–amine をつける方法がある．簡単なアミンには後者がよく使われてきたが，前者の

方が広く適用できるので簡単なアミンにも一般的に使われるようになってきた． アミノ

基を置換基として命名することもできる． 

CH3CH2CH2CH2NH2 CH3CH2CHCH3

NH2
NH2

N

NH2

NH2CH2CH2CH2NH2

N NH2

NH2

1-butanamine

butylamine

!"#$%&'(&)
2-butanamine

!*#$%&'(&)

s-butylamine

1-methylpropylamine

2-naphthalenamine

2-naphthylamine

!*#+,%-&'(&)

1
2 3

1

2

3-quinolinamine

3-quinolylamine

3-aminoquinoline

1,3-propanediamine

trimethymenediamine

2,3-pyridinediamine

2,3-diaminopyridine
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 第二級，第三級アミンは N-置換アミンとして命名される．N- はイタリックにする． 
 

CH3CH2N(CH3)2

N
CH2CH3

CH3

CH3CHCH2NHCH2CH2CH2Cl

Cl

N-methyl-1-propanamine

N-methylpropylamine

N,N-dimethylethanamine

N,N-dimethylethylamine

N,N-diethylethanamine

triethylamine

2,3'-dichlorodipropylamine

2-chloro-N-(3-chloropropyl)-1-propanamine N-ethyl-N-methylcyclohexanamine

N-ethyl-N-methylcyclohexylamine

CH3CH2CH2NHCH3 (CH3CH2)3N

 
 

 環状アミンはヘテロ環化合物として命名する．芳香族アミンには慣用名が使われている

ものもある． 

NH2 NH2 NH2

CH3 CH3Oaniline toluidine (o/m/p-) anisidine (o/m/p-)

!"#$ %&'($ !")($  
 

6.7.2 アンモニウム化合物 
 母体となるアミン名の接尾語 –amine を –ammonium（アンモニウム）に変える．語尾が
アミンでない塩基の場合には，-ium（イウム）をつける． 
 

CH3CH2NH3  Cl–

C6H5NH3 Br–

N CH3  Cl–

+

ethylammonium chloride

!"#$%&'()*+,-.
#$%&'()*+/0123

+

+

benzyltrimethylammonium iodide

4*"5'6%728$%&'()*+
5'6%728$%&'()*+/4963

anilinium bromide

:"&)2)*+

+ N-methylpyridinium chloride

!";<=8$%>26)*+

C6H5CH2N(CH3)3  I–

 
 

6.7.3 イミン 
 イミン >C=NH は，対応する >CH2 化合物の名称に接尾語として-imine（イミン）をつ
けるか，二価の基 >C= をもつアミンとして命名する． 
 

CH3CH2CH=NH C6H5CH N–CH31-propanimine

propylideneamine

N-benzylidenemethylamine
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6.7.4 アミド 
 アミド –CONH2は，対応する >CH2 化合物（カルボニル基を含めた炭素数のアルカン）
の名称 alkaneに接尾語として-amide（アミド）をつけるか，カルボン酸名の最後の –ic acid
を –amide に換えて命名する．カルボン酸名が –carboxylic acid の場合には –carboxamide
（カルボキサミド）とする． 
 

CH3CH2CH2CH2CONH2 CH3CONH2 C6H5CONH2 C6H5NHCH3

CONH2 CH3CONH

pentanamide

!"#"$%&

acetamide benzamide N-methylbenzamide

cyclohexanecarboxamide
acetanilide

(N-phenylacetamide)

$'($%& )"*$%& +,-./)"*$%&

012345"6/745%&

$'($89&

 

 

6.8 ニトリル 
 ニトリルは，alkanenitrile（アルカンニトリル）あるいは –carbonitorile（カルボニトリル）
のように命名する．慣用名をもつカルボン酸の誘導体とみなされるニトリルは，酸名の語

尾を –onitrile（オニトリル）とよばれる． 
  

S
CN

CNCH2 CHCN

CN

NCCH2CH2CH2CH2CN

CH3CH2CNCH3CH2CH2CH2CN

CH3CN

pentanenitrile

!"#"$%&'

(valeronitrile)

cyclohexanecarbonitrile

()*+,-"
.'/$%&'

(acetonitrile)

012%$%&'3

(benzonitrile)

04"5$%&'3

propanenitrile

6*7"$%&'

(propiononitrile)

(adiponitrile) (acrylonitrile)
hexanedinitrile propenenitrile

2-thiophenecarbonitrile
89:;<="
.'/$%&'

01>?$%&'3 01)&*$%&'3

ethanenitrile

 
 

 cyanide（シアン化）を使って基官能名でよぶことも可能であり，例えば pentanenitrileは 
butyl cyanide（シアン化ブチル）となる．この場合炭素数の数え方に注意する必要がある．
-CNの置換基名は，cyano-（シアノ）である． 
 

6.9 硫黄化合物 
6.9.1 二価硫黄化合物 
 硫黄は酸素と同族元素であり，酸素を二価硫黄で置き換えたことを示すのに接頭語 thio-
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（チオ）を使う．代置命名法で使う thia-（チア）が，炭素原子を硫黄で置き換えたことを
示すのと区別される．次のように使われる． 
 

(C)
OH

O

(C)
SH

S

(C) O

(C)
SH

O

(C)

SH

O

(C)
OH

S

H
O

S

(C) S

(C)
OH

S

-C

–SH (-thiol!!"#$) –OH (-ol!"#$)

(-thione !"%) (-one "%)

(-thioic acid&!"')

()*

(-carbothioic acid)

(-oic acid ')

(-dithioic acid&+!"')

(-carbodithioic acid)

(-carboxylic acid)

(-thioic O-acid&!"O,')

(-thioic S-acid&!"-,')

(-thial !.#$) (-al .#$)

 

CH3CH2SH
SH

CH3SCH3
SCH3

CH3CH2CHS
S

CH3CSH

O

CSH

S

COCH3

S

CH3CSC2H5

O

ethanethiol benzenethiol

(thiophenol)
dimethyl sulfide methyl phenyl sulfide

methylthiobenzene

propanethial cycohexanethione ethanethioic S-acid benzenecarbodithioic acid

dithiobenzoic acidthioacetic S-acid

O-methyl cyclohexanecarbothioate S-ethyl thioacetate

S-ethyl ethanethioate

!"#$%&' ()$'*'+,-

.#/#0'1($%2345#$6&' 7849:;#$%#

<=$%>2

!"#$%<=2

($%?@A2

7849:;#0'1$%2O-)$'

!"#$%2S-!$'

$%>2S-!$'  

 

 1993年の修正により，硫黄化合物の母体化合物 H2Sを sulfane（スルファン）と命名する
ことが提案された．これによるとチオール RSH は alkylsulfane，スルフィド R2S は
dilkylsulfaneとなり，メルカプト基 –SHは sulfanyl（スルファニル），アルキルチオ基 -SR は
alkylsulfanylということになる．しかし，あまり普及していない． 
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 6.9.2 スルホキシドとスルホン 
 単純な構造の化合物は基官能命名法で命名するが，alkylsulfinyl（アルキルスルフィニル
RSO-）または alkylsulfonyl（アルキルスルホニル RSO2-）の置換基名を用いて置換命名法を
適用することもできる．  

CH3 S

O

CH3
S

O

CH3

O

N

SOCH3
dimethyl sulfoxide methyl phenyl sulfone 3-methylsulfinylpyridine

!"#$%$&'() "#$*+,$%$&- ./"#$%$*0,$12!-  
 

 Sが環に組み込まれているときには，オキシド誘導体として命名する． 

S
OO

thiophene 1,1-dioxide

!"#$%&'&()"*+,  

 

6.9.3 硫黄酸 
 硫黄の酸素酸には，スルホン酸，スルフィン酸，スルフェン酸がある． 
 

SO3H SO2H SOH

benzenesulfonic acid benzenesulfinic acid benzenesulfenic acid

!"#"$%&"' !"#"$%()"' !"#"$%(*"'  
 

 誘導体は次のように命名する．OH を置換して誘導される基名は酸名の語尾を –yl に換
え，alkanesulfonyl のようにするが，炭素に結合する置換基名となるときには alkylsulfonyl
となる（前項）． 

 

SO2Cl

CH3SO2Cl
benzenesulfonyl chloride

!!"#$%&%'()*(
+$%&%'()*(,-./01

methanesulfonyl chloride

"#23%'()*(  
 

6.10 ラジカル 
 置換基としての名称を用いることが多いが例外がある． 
 

CH3 CH3CHOH CH3C=O CH3S CH3SO2

methyl 1-hydroxyethyl acetyl methylthio methanesulfonyl  
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 基名が –y で終わるときには -yl（イル）に変える．基名と異なるので注意を要する．（か
つて，ヒドロキシ基やアルコキシ基をヒドロキシルとかアルコキシル基とよんでいたのは，

ラジカルの名称と基名との区別があいまいであったためである．） 
 

CH3O CH3COO C6H5COO (CH3)3COOHO

methoxyl acetoxyl benzoyloxyl t-butylperoxylhydroxyl  
 

 接尾語 –amineをもつアミンから誘導される Nラジカルは，-aminyl（アミニル）とする． 

CH3CH2NH (CH3)2Nethylaminyl dimethylaminyl  

 

6.11 イオン 
6.11.1 カルボカチオン 
 遊離原子価の位置に正電荷のある炭素カチオンは，基名に cation（カチオン）をつける
か，基名の接尾語 –yl を -ylium ion（イリウムイオン）に換えて命名する．ベンゼンに H+

が付加して生じるカチオンは，phenonium ionとよばれることが多いが，これは通俗名であ
り，benzenium ion（ベンゼニウムイオン）が体系的な名称である． 
 

(CH3)3C
+

H

H

H

t-butyl cation
+ phenyl cation

phenylium ion +

benzenium ion

(phenonium ion)
 

 

 エテンへの臭素付加の中間体が橋かけ形の構造で正電荷が臭素上にあるとすれば，その

名称はエチレンブロモイウムイオンとなり，炭素上に正電荷がある構造は 2-ブロモエチル
カチオンである． 
 

Br

H2C CH2

+

H2C CH2

Br
+

ethylenebromonium ion 2-bromoethyl cation
 

 

6.11.2 カルボアニオン 
 母体化合物から H+と取り除いてできる炭素アニオンは，母体化合物に接尾語 –ide（イド）
をつけて命名する． 
 

CH3CH2CH2 C6H5
–

– cyclopentadienide ion
1-propanide ion

–

benzenide ion

!"#$%&'()* +*,&'()*
-.$/*012&'()*
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7 特徴的な構造をもった化合物の命名 
7.1 環集合 
 同一の環状化合物が 2個直接結合しているとき，相当する基名の前に接頭語 bi-（ビ）を
つける．単結合でつながっているときには化合物名の前に接頭語 bi- をつけてもよい．位
置番号を示すときには一方の環の位置番号にプライム（’）をつける． 
 

biphenyl bicyclopropyl

bicyclopropane
bicyclopentadienylidene

N N

2,2'-bipyridinyl
2,2'-bipyridine

2 2'

 
 

 3 個以上の同一環からなる枝分れのない環集合は，数を表す接頭語 ter-（テル），quater-
（クアテル）．．．などをつけて命名する． 
 

1,1'-binaphthyl

1,1'-binaphthalene

N N N N

2,2':6',2":6",2"'-quaterpyridine
p-terphenyl

1,1';4',1"-terphenyl

!"#$%&#'
!()"#*+,-'

1 1' 4' 1"
2 2' 6' 2" 6" 2"'1

1'

 
 

7.2 付加命名法（Additive nomenclature） 
 母体化合物に他の原子が付加したことを表す命名法である． 
 

1,2,3,4-tetrahydronaphthalene 3,4-dihydro-2H-pyran

O
O

styrene oxide
(2-phenyloxirane)  

 

7.3 減去命名法（Subtractive nomenclature） 
 母体化合物から特定の原子あるいは原子団が取り除かれたことを表す命名法である．

dehydro-,  deoxy,  nor- などの接頭語を用いる． 
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OH
O

OH OH

HO

H

HH

H

CO2H

OH
O

HO

OH

H

HH

CO2H

H

1,2-dehydrobenzene
benzyne

norcholanoic acid

!"#$%&

22

D-ribose2-deoxy-D-ribose 
'"()*+"!"#$%&

cholanoic acid

,-./01 ./01

7.4 接合命名法（Conjunctive nomenclature） 
 2種の分子から 1個ずつ水素原子がとれて結合していることを表す名称であり，2種の名
称を接合してつくる．環状構造に直結した側鎖に特性基をもつ化合物の命名に便利である． 

CH2OH
CH2COOH

CH2COOHHOOCH2

cyclohexanemethanol

1,3,5-benzenetriacetic acid

!"#$%&'()*+,

-./.012'3'456




